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　あるカルチャー・スクールでの体験である。「勉強」と「学び」の違いについて受講

者に尋ねてみた。教師たちに同種の質問をすると、回答は恐ろしく画一的である。「勉

強＝強制された学習」「学び＝主体的な学習」というのが、教師たちが抱いている「勉強」

と「学び」の観念である。しかし、カルチャー・スクールの受講生の回答は千差万別

であった。しかも、一つひとつが「お見事」という回答なのである。

　たとえば、ある受講者は「勉強は終わりを告げるもの」「学びは始まりを準備するも

の」と回答した。なるほど、学校の「勉強」はいつも「よくできました」のスタンプで

終了する。しかし、社会生活における学びは新しい人や事柄との出会いの連続である

し、いつも何かの「始まり」を準備している。他の受講者は「勉強は前へ前へ進むも

の」「学びは行きつ戻りつするもの」と言う。これもすばらしい。「勉強」の時間は一方

向的で不可逆的であり、「学び」の時間は可逆的で循環的である。

　私自身の回答も示しておこう。私は「勉強」と「学び」の本質的な違いを「出会い」と「対

話」の有無に求めている。「勉強」は何者とも出会わず何者とも対話しない活動である。

それに対して「学び」は新たな世界と出会い、新たな他者と出会い、新たな自分と出

会う活動であり、世界と対話し（世界づくり）、他者と対話し（仲間づくり）、自己と対

話し（自分づくり）続ける活動である。学びはいつも内と外に開かれているのである。
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親せきが集まり

葬式はどこか祭りに似た気配を漂わせていた

ずっと会えないでいた従姉弟の名の響きに

いっしょに遊んだ田舎の川底の砂の感触や

並んで写真を撮ったときの

ちょっと照れくさかった感じが

よみがえる

細胞の記憶とでもいうのだろうか

なにか深い感じがした
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学びの対話的実践へ




